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若年性浸潤性勝目光小細胞癌の l例
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A 29-year-old woman with gross hematuria was referred to our hospital. Cystoscopy revealed a 

nonpapi1lary broad-based tumor on the right lateral wall of the urinary bladder， which a transurethral 
biopsy identified as transitional cell carcinoma (G2). CT and恥1RIsuggested that the carcinoma 

invaded beyond the bladder wall. We performed a radical cystectomy with hysterectomy and the 

construction of an ileal neobladder. Pathological examination of the specimen indicated that it was 

small-cell undifferentiated carcinoma at the stage of pT2bpNO. For adjuvant chemotherapy， four 

cycles ofCPT-11 and CDDP chemotherapy were performed， which is currently the usual chemotherapy 
for small-celllung carcinoma inJapan. The patient is alive without any evidence oftumor recurrence 

at 12 months after surgery 

(HinぅrokikaKiyo 51: 287-289， 2005) 
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緒日

時脱小細胞癌は肺小細胞癌と同様の組織像を示す癌

と定義され1) 高齢者に多く，非常に予後不良であ

る.今回われわれは，若年女性に発症した時脱小細胞

癌の l例を経験したので報告する.

症 例

患者:29歳，女性

主訴:肉眼的血尿

既往歴，家族歴:特記すべきことなし

喫煙歴なし

現病歴:2003年7月，肉眼的血尿を主訴に近医受

診.勝脱鏡上勝脱腫蕩を指摘され，当科紹介受診と

なった.

末梢血検査，生化学検査:異常なし

尿検査:蛋白(:!:)，糖(-)，潜血 (3+)，赤血球

30-49/hpf，白血球 30-49/hpf.尿細胞診 class1. 

腸脱鏡検査 腸脱右側壁に約 15mm大の非乳頭

状広基性腫蕩あり，生検の結果 TCC，G2であっ

た.

画像所見 (Fig.1) : CTおよび MRIにて壁外浸潤

が疑われた.また， リンパ節腫脹，遠隔転移は認めら

れなかった.

入院後経過:以上の所見より，移行上皮癌 grade

2， cT3bNOMOと診断.本人および家族と十分検討

j>ty 

Fig. 1. Tl-weighted MRI image shows the tu-
mor in the right lateral wall of the uri-
nary bladder. The tumor appears to 
have invaded beyond the bladder wall 

した結果， 2003年9月9日勝脱全摘術，回腸新勝脱造

設術，子宮合併切除術を施行した.

摘出標本:跨脱右側壁に約 2cm大の非乳頭状広

基性腫蕩みとめ，i采達度は筋層深部まで達しているも
のの，壁外浸潤は認めなかった (pT2bpNO) (Fig. 

2). 

病理組織診断:H-E染色にてクロマチンに富む類

円形の核を持つ，細胞質の乏しい腫蕩細胞が充実性に

増殖し， リボン状配列も認めることより小細胞癌と診
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A broad-stalk nonpapillary tumor was 
located on the right lateral wall. The 
tumor was about 2 cm diameter. 

Histopathological examination of cys-
tectomy specimen revealed small-cell 
carcinoma with a ribbon-like structure 
(H & E stain， X刊0).

断された.また一部ケラチンの発現を認めない非常に

未分化な腫蕩細胞もあり，悪性度はきわめて高いと考

えられた (Fig.3).生検時認められた移行上皮癌の割

合は 5%未満とごくわずかであった.小細胞癌は神経

内分泌癌であることが多いが，本症例では Synap-

tophysin， Chromogranin Aなどの神経内分泌マー

カーはすべて陰性であった.

術後経過:Adjuvant療法として現在日本において

肺小細胞癌の標準治療となっている IP療法 (CPT-

11 ;イリノテカンー CDDP;シスプラチン)を 4

コース施行した.投与法は CPT-1160mg/m2を点滴

静注，週 l回3週投与週休薬，また CPT-ll投与

開始第 l日目に CDDP60 mg/m2を点滴静注，これ

をlコースとした.化学療法による副作用は，grade 

2の白血球減少と grade2の悪心胆吐のみで治療は

中止することなく終了した.現在，術後 l年が経過し

ているが再発なく生存中である.

考 察

勝脱小細胞癌は全勝脱腫蕩中0.48-0.7%の頻度で

みられ2.3) 男女比は 5: 1と男性に多く，平均年齢

67.8歳 (20-91)と高齢者に多い疾患である.初発症

状は肉眼的血尿が90%以上の患者で認められ，その他

排尿困難，頻尿，下腹部痛などで見つかることもあ

る4)

組織型としては小細胞癌のみであることが62%であ

り，他の組織型と混在する場合が38%に見られ，

TCCとの混合型が多いとされる4)

腸脱小細胞癌の予後は，通常の移行上皮癌と比較し

非常に悪く， 2年生存率20%，5年生存率8%と報告

されている5)

勝脱小細胞癌の治療は現在のところ標準的治療が確

立されていない.再発なく長期間生存した症例を調べ

ると，根治的勝脱全摘術後に化学療法を行った症

例ト7) 全身化学療法に放射線治療を併用した症

例8、10) そして術前に化学療法を行った症例11.12)に

おいて長期間の生存が確認されている.化学療法の内

容としては， TCCとの混在が多いこともあり，勝脱

移行上皮癌に対する化学療法に準じて MVAC療法

を施行している症例が多い. Mackeyら13)は106例の

勝脱小細胞癌症例に対し，多変量解析を行った結果，

シスプラチンを中心とした化学療法が有意に予後を改

善したと報告している.また，腸脱小細胞癌は，肺小

細胞癌と類似した特徴を有するため，肺小細胞癌の化

学療法に準じて EP療法 (VPT-16;エトポシドヂ

CDDP;シスプラチン)を行い，良好な成績を収め

たとの報告も散見される. Lohrishら8)は術後化学療

法として EP療法に放射線治療を加え， 2年生存率

70%， 5年生存率44%と有意に生存率を上昇させたと

報告しており，最新の論文では， Arleneら11)が術前

化学療法の有効性を報告し，その化学療法の内容とし

ては MVAC療法より EP療法が有効であったとし

ている.これまで肺小細胞癌の標準的治療は EP療

法であり，明らかな延命効果はえられるものの，ほと

んどの症例が再発し，長期生存率は非常に低いもので

あった.そこで最近わが国で開発された CPT・11(イ

リノテカン)と CDDP(シスプラチン)との併用療

法，つまり IP療法が EP療法との比較試験におい

て， EP療法を大きく上回る成績を残した14)ため，現

在日本において IP療法が肺小細胞癌の標準的治療と

なっている.このような理由でわれわれは，根治的勝

脱全摘術後に IP療法を 4クール施行し，術後 l年が

経過した現在再発を認めていない.このことより今
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後， IP療法が肺小細胞癌と同様に勝脱小細胞癌に対

しでも治療効果が期待できると考えられた.また，勝

脱小細胞癌が今回の症例のように29歳という若年者に

発症することはきわめて稀で，中嶋ら 15)の報告によ

ると，本邦における30歳未満の若年性浸潤性腸脱癌

(T2以上)は6例のみで，そのうち 5例は移行上皮

癌例は腺癌であり，小細胞癌は本邦で初めての報

告となる.

結 呈五
ロロ

若年性腸脱小細胞未分化癌の I例を経験した.術後

化学療法として CPT-ll，CDDPを選択し，術後 l

年の現在再発を認めていない 今後 IP療法の腸脱小

細胞癌に対する治療効果が期待される.
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